
　　　・県外研修等に積極的に参加し、授業力向上に取り組む。

　○近年、重症心身障害の方も在宅で生活される方が増えてきた。

　　　※今までとは違った学習環境のあり方が求められる。

　　　　（全国的な動向等、新しい情報を取り入れる。）

　　　　（経験を積むことで、個々の教師力を育てる。）

　　　・「ICT活用」を含めた取組を推進していく。

　　　・高等部における「遠隔授業」の研究。

　②地域の特別支援教育センター的機能

　　　・地域的な側面からだけではなく、専門性を活かした、県下的な病弱支援教育

　　　　のセンター的機能を果たすことが大切なのでは。

　　　・県下１校の病弱支援学校として、必要な情報発信をしていく必要がある。

　③自立に向けて

　　　・研究授業等、校内における授業研究に取り組む。
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議題

１　「平成３０年度　学校評価」についての意見交換

２　「平成３１年度　学校目標」についての意見交換

３　その他

　　　※『平成３０年度　学校評価シート』を元に意見交換を行う。

４　来年度の予定

議論した主な内容

　　　・教育相談機能としては十分に果たすことができている。

１　「平成３０年度　学校評価」についての意見交換

　①授業力向上への取組として

２　「平成３１年度　学校目標」についての意見交換

　　　・個々の実態やニーズに合ったキャリアの実現を図っていく。

　　　・継続した取り組みを図っていく。

　④防災対策、防災教育

　　　・病院や地域と、合同防災訓練を実施する必要がある。

　　　　（再来年度からの合同実施を視野に取り組んでいく。）

３　その他
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　　　　※第３回以降は、新年度が始まって計画していく。

　　　第２回　　７月　９日（火）１３時３０分～

今後の予定について

　　　第１回　　５月２８日（火）１３時３０分～

　○来年度への展望。

　　　※これからの病弱支援教育のあり方をまとめていく。

　　　　（本校のビジョンであり、県下の病弱支援教育の目指す方向となる。）

　・平成３１年度（来年度）の予定

「第４回県立みはま支援学校

学校運営協議会」の様子




